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１ 概要 

公益目的事業「（公１）地域産業の高度化と振興及び地域の活性化と文化を向上させる事業」に

おいて、管理している北九州メッセ・西日本総合展示場・北九州国際会議場の事業継続が困難とな

る事態(建物の損害等による長期の貸館営業不可かつ固定の維持運営費や建物の修繕費等が発生)

となっても、１年間の費用を支出できる額を公益目的事業継続予備財産として保有するもの。 

 

２ 保有の必要性について 

（１）予備財産保有の対象とする公益目的事業 

「（公１）地域産業の高度化と振興及び地域の活性化と文化を向上させる事業」のうち、「地域

産業の振興及び活性化のための施設の管理、運営(貸館事業)」を対象とする。当該事業は、当協

会が所有している施設および指定管理にて管理している施設を運営し、それらの貸与によって、

非日常的な人・モノ・経済の流れを創出する事業である。 

 

（２）公益目的事業の継続が困難となることが想定される事態 

災害・火災・水害等により施設が長期使用不能となった場合(建物の損害等による長期の貸館

営業不可かつ固定の維持運営費や建物の修繕費等が発生する場合)を想定する。 

なお、不測の事態に備えた施設の安全点検、各種保険への加入や基幹システムのＢＣＰ対策の

実施等は平時より実施しており、公益目的事業継続予備財産はさらに予測することができない

事態を想定するもの。 

 

３ 必要額の算定(予備財産額が必要額を超えないこと) 

管理している北九州メッセ・西日本総合展示場・北九州国際会議場の各施設において、１度事業

継続が困難となることが想定される事態となっても、１年間の固定維持運営費用(基本料金等)を

支出できる額を必要な予備財産として算定する。 

 

北九州メッセ(旧：西日本総合展示場新館) ： 116,000,000円 

西日本総合展示場固定維持運営費     ：  68,000,000円 

北九州国際会議場固定維持運営費     ：  16,000,000円 

合計 ： 200,000,000円 

 

  上記算定方法により、保有する公益目的事業継続予備財産は「200,000,000円」とし、 

 公益目的事業継続予備財産は必要額を超えない。 

 


